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Eartha プロジェクトは、DeFi/NFT プロジェクトであり、スタートアッ

プ企業や大企業が抱える問題を Eartha トークン(EAR)を利用することで解

決します。将来的にはブロックチェーン上において、信頼が不要で透明性

がある新しい B2B 経済圏を確立しようとするプロジェクトです。スタート

アップ企業や中小企業向けには、ローコストで誰でも簡単に利用できる分

散型のエスクロー決済アプリケーションを提供して、銀行やクレジットカ

ード会社等の B2B 取引の妨げになる仲介者をなくします。一方、大企業向

けには、バックオフィス業務にインセンティブを付与することによりバッ

クオフィス業務を「コストセンター」から「プロフィットセンター」へ転

換し、バックオフィス業務の価値を高め、B2B 業務におけるトークンの利

用機会を増やします。大企業の取引先はスタートアップ企業や中小企業で

あり、Eartha トークン(EAR)は、B2B 取引の当事者双方にメリットをもた

らします。将来的には、EAR ベースの新しい B2B 経済圏をブロックチェ

ーン上に確立することをめざしています。 
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1 概要 

B2B 取引においては、⾧年にわたって築き上げられたさまざまな制度や、それを運用する

組織がある。例えば、銀行や裁判所である。それらは時間と費用がかかり、すぐに利用でき

るとは限らず、実質的には存在しない状態である。この状況は今後もあまり変わらない。 

 

中小企業やスタートアップは、特に国をまたぐ貿易を行う際に、銀行によって自由な取引を

行うことを制限されることが多いという問題がある。また、仮にビジネス取引で法律上の問

題が起きたとしても、裁判所はすぐには守ってくれない。結果として、1 回の取引額がそれ

ほど大きくない取引の多くが取引にいたらないことが多く、その数は統計上の取引額の数

千~数万倍以上になると推測される。 

 

私たちのソリューションは、ブロックチェーンベースの非中央集権型(decentralized)で透明

性(transparency)があり拘束力がある契約や決済を、エンジニアでない企業の担当者でも簡

単に行うことができる Eartha トークン(EAR, ERC20)である。EAR は、B2B の取引で必要

となる注文データや請求データを、システム上で連携させることができ、各国の法定通貨で

仮想通貨の送金金額を指定できる点で独自性のあるトークンである。また、スマートコント

ラクトを用いており、運営者に対しての信頼は必要なく(trustless)、我々の手を離れて自立

し、自動的に取引を仲介し続けることができる。 

 

コンポーネントは、Eartha dApp、各企業が現在利用している ERP、EDI、電子請求サービ

スプラットフォーム(SaaS)である。 

我々は、これまでの地球、世界の歴史が一新され、その始まりとなることを意味するように

「Eartha(EAR)」（地球＋ a）と名付けた。 

 

EAR は、B2B 取引の開始段階の契約から完了段階の決済までを信頼不要(trustless)にする

ことを目的としており、銀行や裁判所が実質的に存在しない B2B の世界において、中央集

権的な制度では解決できないビジネス取引の障害を取り除くことで、問題を解決する。 

 

EAR は、中小企業やスターアップに対しては、エスクローによって取引の機会を生みだし、

NFT(EscrowNFT, InvoiceNFT)を利用したインボイスファイナンスによる資金繰りをしや

すくする。一方、大企業に対しては、エクスローによる代金の確実な回収による取引機会の

拡大だけでなく、事務部門を「コストセンター」から「プロフィットセンター」に転換する

というメリットを提供して経済圏拡大を加速させる。 

 

EAR は、B2B 取引の当事者双方にメリットを与える。私たちは、将来的に EAR によるブロ
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ックチェーン上の B2B 経済圏を確立できるとみている。 

 

 

2 現状 

企業を、組織化された企業（大企業の購買・経理部門と営業部門）と組織化されていない企

業（中小企業・スタートアップ）に分けて考える。B2B 取引は、多くの場合、大企業と中小

企業・スタートアップの間で行われるため、大企業が主導している。仮想通貨の利用は、工

夫次第で、銀行を利用した月あたりの送金手数料を数十分の 1 から数百分の 1 へ削減でき

るため、B2C よりは B2B 取引において、中小企業やスタートアップよりはコスト意識が高

くかつ毎月多額の送金コストを負担している大企業において、積極的に利用されるはずだ

ったが、そうなっていない。様々な原因があるが、大きな原因は以下の３つである。 

 

 大企業は信頼されており、銀行が協力的であり、すでに個別契約により送金コストはか

なり削減できていること 

 大企業は、組織化により効率化されており、わざわざ新しい決済手段へ変更するインセ

ンティブがそれほど高くはないこと 

 現状は、業務システムから仮想通貨決済への連携を簡単に行うことができるしくみが

ないこと 

 

さらに、企業を部門ごとに分けて考える。 
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[1] 注文 

[2] 注文請け/ 請求 

[3] 支払 

[4] 注文 

[5] 注文請け/ 請求 

[6] 支払(エスクロー) 

[7] 債権者へ支払 / 超過額を債務者へ戻し 
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(A)大企業(購買・経理部門)： 

 法令順守等のため、社内での業務フローに柔軟性がない。 

 社内システムはレガシーなシステムであり大きなシステム改修をすることが難しい。 

 取引の最後の段階である決済において、銀行と個別契約を結び通常よりも低い手数料

で送金ができるため、今までのやり方を変える必要性があまりない。 

 

(B)大企業(営業部門)： 

 売掛金の回収を確実に行うために取引の開始時に取引先の与信審査を行い、信用力が

ない（信頼できない）取引先とは取引しない。 

 取引の最初の段階である契約において、銀行の後ろ盾を得て、契約をスムーズに進める

ことができるため銀行の存在はメリットである。銀行の不利益になることを避ける。 

 

B2B 取引において仮想通貨決済の利用が進まない理由の 1 つは、それを主導している大企

業において、各部門ごとに中央集権的な制度への対応が完了しており、それを変更するほど

の大きなインセンティブがないからである。 

 

一方、大企業の取引先となる中小企業やスタートアップは、以下のしわ寄せを受けている。 

 

(C)(D)中小企業・スタートアップ： 

 請求する側の中小企業・スタートアップは、入金までの期間が⾧く資金繰りに苦しむ。

なお、資金繰りのために利用するインボイスファイナンスは、事務の負荷と高額な手数

料が発生するため利用しにくい。 

 請求される側の中小企業・スタートアップは、代金支払いができるか否かが不明なこと

が多いため取引を断られる。 

 銀行やその他の仲介者から得るメリットはほとんどなく、それらはむしろ障害である。

銀行の不利益になる行為を避けることはほぼない。 
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3 提案 

我々は、各企業が利用しているシステムやプラットフォーム(SaaS 等)と連携することで、

または Eartha dApp を利用してもらうことで、NFT を利用したエスクローや決済を行うこ

とができるトークンとして Eartha(EAR)を提案する。 

 

大企業の購買・経理部門に対しては、トークン（インセンティブ）を与える。それにより、

トークンを受け取った事務部門を「コストセンター」から「プロフィットセンター」へ転換

させて、仮想通貨決済の利用を推進する。購買・経理部門は、トークンをうけとることによ

り注文データや請求データを買い手へ電子で送信し、買い手はエスクローにより仮想通貨

決済を行う機会を増やすインセンティブになる。[1][2][3] 

 

大企業の営業部門に対しては、エスクローを提供して、確実な代金回収を可能にする。営業

部門は、取引の安全が確保され、グローバルでの与信管理が不要となり取引コストが削減さ

れる。多数の企業との取引が可能になり取引機会が拡大する。[4][5][6][7] 

 

請求する側の中小企業・スタートアップに対しては、請求データを NFT 化したインボイス

ファイナンス(債権の流動化）を可能にする。入金までの資金繰り改善を実現する。[3] 

 

請求される側の中小企業・スタートアップに対しては、煩雑な手続きが不要で送金コストと

ほぼ同じコストで利用できるエスクローによる支払を可能にして、従来はコスト高で利益

が確保できなかったために取引が成立しなかった取引でも成立するようにする。[6][7] 

 

EAR システムの特徴は、エスクローだけでなく、決済以前の段階である注文や請求も含め

て、取引全体にインセンティブを与えることで、B2B における仮想通貨の利用を推進する

ことである。 
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4 EAR によるブロックチェーン上の B2B 経済圏の確立 

B2B の取引では「信頼」（支払能力）が重要である。特に売り手は、信頼（支払能力）の低

い会社へ商品やサービスを提供できない。代金の回収ができるか否かの判断ができないこ

とが多いからである。買い手からしても、自分はちゃんと代金を持っているということを売

り手に示すことができないと取引は前に進まない。 

 

現状、エスクローには時間と手間がかかり、手数料が高額なために、特に 1 回の取引額がそ

れほど大きくない中小企業やスタートアップが売り手の場合は、取引の度に代金回収リス

クを自分たちで負うしかないため、ほとんど取引に至らない。そこで売り手と買い手が互い

に納得できるエスクローによる決済のサービスが必要になる。 

 

4.1 なぜ EAR なのか 

EAR は、B2B 取引においてエスクローを可能とするトークンであり、他のトークンでは代

用ができない。技術的な特徴は、２つある。第一に EAR は、エスクローのコストを最小限

にするためにスマートコントラクト(エスクロー)をトークンに内蔵しており、トランザクシ

ョンフィーを通常の 2 分の 1 に抑えている。第二に、EAR は、エンジニアではない企業担

当者が利用できるように、注文データや請求データ上のさまざまな法定通貨で支払金額（送

金金額）を指定できるようにするため、各種法定通貨を EAR へ自動換算するプログラムを

トークン内に内蔵している。Eartha dApp を利用して簡単にエスクローを行うこともでき

る。 

 

4.2 Token Velocity 問題(中⾧期的値上がりが難化する問題)の解決 

EAR は、エスクロー決済だけではなく各企業で利用されている受発注・請求システムと連

携して、そのシステムの利用者全体を 1 つのコミュニティと扱い、利用者が注文データや

請求データを送信、受信したときにトークンを与えることができる（トークンの総発行量の

50%を上限）。トークンが利用者のインセンティブとなりコミュニティの拡大や他の新しい

コミュニティの獲得が加速する。 

 

EAR の短期的な価格は、コミュニティの拡大とともに EAR が利用される機会が多くなれば

なるほど上昇する。一方、⾧期的な価格は、利用される機会が増えたとしても上昇していく

とは言えない（Token Velocity 問題）。しかし、EAR は、コミュニティーが拡大すればする

ほどエスクローでの利用も増えるとした場合、エスクローでの利用が増えれば増えるほど、

EAR 価格の⾧期的上昇が確保されることになり、その他のトークンとは異なる。なぜなら

ば、エスクローから決済までの数カ月間はエスクローの金額（決済金額の 100%～数百%）

に相当する EAR が、スマートコントラクト上に「保有」されることになるからである。 
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現状は時間、手間、手数料が高額なために利用される機会が少ないエスクローだが、EAR の

開発と提供をきっかけに、送金手数料とほぼ同じ価格で、エンジニアではない企業担当者で

も簡単にエスクローを利用できるようになる。また、エスクロー後の決済時にエスクロー時

のトランザクション代とガス代以上の EAR を、エスクロー利用のインセンティブとして買

い手と売り手の双方に、トークンの総発行量の 30%を上限として与える。 

EAR は、企業が安全に取引できるブロックチェーン上のしくみとして、1 回の取引額がそ

れほど大きくない中小企業が遠方の国と貿易したり EC サイトを通じて購買することから

利用が始まり、将来的には通常の B2B 取引へ普及・拡大していく余地が大きいとみている。 

 

4.3 B2B 取引を主導する大企業へのメリット 

ERA がブロックチェーン上の B2B 経済圏を確立するためには、B2B 取引を主導している大

企業へメリットを与えることが不可欠である。EAR は独自の Eartha dApp だけでなく、大

企業の購買・会計部門で利用されているシステム、EDI、電子請求サービス(SaaS)と連携し

て、事務部門の担当者が注文データや請求データを受信・送信する都度、トークンを与える

ことにより、事務部門を「コストセンター」から「プルフィットセンター」に変える。 

これはコストに敏感な大企業にとっては EAR を利用し始める大きなインセンティブとなる。

各企業独自のトークンを EAR ベースで発行して、取引先を巻き込んで、コミュニティを拡

大しようとするインセンティブを一層大きくすることが可能である。まら、その企業の担当

者は、従来は目立たず評価の対象とならなかった事務業務が、トークンを受け取ることで収

益化することで、正当に評価されるようになる。実質的なキャッシュバックになるからであ

る。さらに、担当者はトークンを保有しているほどトークンの価値を高めようとするインセ

ンティブを得るため、自社の他の部門や取引先にサービスを紹介するなどして EAR の経済

圏を広げることに積極的になる。特に大企業で利用が始まれば、自社の担当者や取引先の数

十万人規模がコミュニティに参加することになり、経済圏の成⾧が加速度的に早まる。 

 

我々はこれらの特徴をもつ EAR を提案することで、ブロックチェーン上に透明性と拘束力

があるグローバルな B2B 取引経済圏を構築して拡大させながら、将来的には B2B 取引の決

済の多くを非中央集権化できるとみている。 
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5  技術的特徴 

5.1  ERC-20 標準への通貨計算拡張 

 

通貨計算を ERC-20 標準に拡張しました。 

以前は、ERC-20 は各通貨の単位でしか残高を送信およびチェックできませんでした。EAR

ではトークン内部に通貨換算機能を実装することで、EAR 単位での残高送信だけでなく、

EUR、JPY、USD、Ethereum などに換算した後の金額での送金・確認が可能になりました。 

 

 

5.2  買い手によるエスクローの作成   

 

A B 

C 

8



A) 1 つのトランザクションだけでエスクローを作成 

B) 指定された法定通貨額を自動的に EAR に変換し、EAR をエスクローに保存 (ス

マートコントラクト) 

C) エスクロー ID を作成 

 

 

5.3  買い手による決済 

 

 

A) 仮定: ユーザーが買い手または買い手が作成した EscrowEFT の所有者であるこ

とを確認 

B) 決済時に使用される通貨（EUR、JPY、USD、ETH など）のレートを取得し、同

等の EAR を計算、 EAR をエスクローから引き出し 

C) 決済時にエスクローインセンティブを付与（インセンティブ予算を上限）、同時にク

リエイティブ報酬（決済手数料）を支払額から差し引き 

D) 通常、売り手が EAR による支払いを受け取るが、売り手が EscrowNFT を作成し

た後では、売り手ではなく NFT の所有者が EAR を受領 

 

A B 

C 

D 
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5.4  売り手による決済(強制決済) 

 

 

 

A) 前提: ユーザーが買い手または買い手が作成した EscrowEFT の所有者であるこ

とを確認 

B) エスクロー時に指定された、(買い手ではなく)売り手が決済可能になる日時を取得 

C) 決済時に使用される通貨（EUR、JPY、USD、ETH など）のレートを取得、同等

の EAR を計算、EAR をエスクローから引き出し 

D) 決済時にエスクローインセンティブ(インセンティブ予算上限) を付与、同時に、ク

リエイティブ報酬（決済手数料）を支払額から差し引き 

E) 通常、売り手は EAR による支払いを受け取るが、売り手が EscrowNFT を作成し

た後では、その NFT の所有者が EAR を受領 

 

 

 

 

 

 

D 

A B C 

E 
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5.5  買い手または売り手によるキャンセル・返金 

 

 

 

 

A) エスクロー ID を指定 

B) ユーザーが買い手または買い手が作成した EscrowEFT 所有者であることを確認 

C) エスクロー作成時に許可されていない限り、キャンセル・返金操作は不可能 

D) キャンセル・返金操作は、買い手または買い手が作成した EscrowEFT を所有する

ユーザーが実行可能 

 

 

5.6  売り手または買い手によるエスクローNFT の作成 

 

A 

B 

C D 

A B C 
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A) 前提: NFT を作成するユーザーは、エスクローの作成の際の売り手または買い手 

B) エスクロー作成後から決済または返金が完了するまでの間に NFT を作成を作成

可能  

C) エスクローID は EscrowNFT に紐付けられているため、NFT が作成された後、NFT

所有者によって、資金の受取りまたは送金のための決済または返金の操作が可能 

 

 

6  トークノミクス 

 

Total Supply:317,006,803EAR 

Sale (35%): 110,952,381EAR 

 

Token Sale phase1 (5%): 14,285,714EAR 

 1EAR = $0.007 

 Maximum funding amount: $0.007 × 14,285,714EAR = $100,000 

 Circulating supply market cap: $0.007 × 14,285,714EAR = $100,000 

 

Token Sale phase2 (9%): 30,000,000EAR 

 1EAR = $0.010 

 Maximum funding amount: $0.010 × 30,000,000EAR = $300,000 

 Circulating supply market cap: $0.01 × 44,285,714EAR = $442,857 
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Token Sale phase3 (21%): 66,666,667EAR 

 1EAR = $0.015 

 Maximum funding amount: $0.015 × 66,666,667EAR = $1,000,000 

 Circulating supply market cap: $0.015 × 110,952,381EAR = $1,664,285 

 

Start/ End 

 Token Sale phase1 (5%): 27 Jul. 2021 - 31 Jul. 2021 

 Token Sale phase2 (9%): 20 Oct. 2021 - 25 Oct. 2021 

 Token Sale phase3 (21%): 26 Oct. 2021 - 31 Oct. 2021 

 

Lockup end date: 

 Token Sale phase1 (5%): 31-10-2021 

 Token Sale phase2 (9%): 31-10-2021 

 Token Sale phase3 (21%): 31-10-2021 

 Partnership escrow incentive (17%): EAR amount equivalent to $ 4.5 

* The actual escrow incentive is the EAR worth $ 1.5 minus the EAR worth $ 0.5. 

The amount of escrow incentive is $ 1.5 and the amount of Creative Reward 

(settlement fee) is $ 0.5. 

 Partnership ERP/EDI/SaaS (22%):  

15-05-2022 (1%), 15-05-2023 (3%), 15-05-2024 (5%), 15-05-2025 (35%), 15-05-2026 (36%) 

 EAR Team (15%): 31-10-2022 

 Liquidity (11%): none 

 

 
7  EAR FAQs 
 
Eartha トークン（EAR）とは何ですか？ 

EAR は、買い手の事務（エスクロー/支払い、請求書の受け取り）に対してユーザーに

公平に報酬を与えると同時に、売り手の事務（請求書の送信）に見合う報酬を与えるよ

うに設計された分散型エスクロー/支払いプラットフォームを強化するトークンです。 
 
今までになかったこのような体験は、Eartha dApp、ユーザ―のウォレット、ERP、EDI、

電子請求サービス（SaaS）を通じて提供されます。ユーザーは以前と同じように作業を

行い、それを継続することで EAR 報酬を受け取ることができます。一方、買い手は、

世界のどこにいても、信用審査を必要とせずに支払能力を示すことができ、銀行や裁判

所で働く手間や時間のロスを減らすことができます。 
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Eatha(EAR)を利用した決済は、従来の銀行振込と比べて何が良いですか？ 

従来の銀行振込はお金のやり取りを行うだけです。仮想通貨での決済では単純なお金の

やり取りだけでなく、約束・契約も含めて送金を行うことができます。両者の大きな違

いです。 
 
法定通貨、そしてその上に成り立つ従来の電子送金システムは、通貨の発行を管理する

国家、そして送金システムを管理する金融機関に対する深い信頼の上に成り立ってきま

した。 
 
EAR を利用した法定通貨ベースのエスクロー・決済システムは、従来の電子送金シス

テムとは大きく異なります。 
 
①分散性と万人の拘束力のある送金契約（銀行、裁判所、業者などの外部機関不要） 

②運営者の手を離れて自立・自動的な取引仲介（条件：仮想通貨システムの土台） 

③法定通貨ベースで決済以前の請求業務へのインセンティブ設計 
 
我々は、従来の「契約」の枠組みを抜本的に変革するつもりです。 

 

 

Eartha Token(EAR)の価値は、⾧期的な視点で見ると上昇しますか？ 

EAR の価値は、⾧期的に上昇すると見込まれます。 
 
一般的に、Token の市場での価値は、「使用」されるだけでは高まらず、「保有」される

ことで高まります。Token の価値が高まると、それに連動して価格が上昇します。 
 
EAR は、その他のほぼすべてのユーティリティトークンと異なり、「使用」ではなく「保

有」されるメカニズムをプロトコルに組み込んでいます。また、エスクロー取引の取引

の特徴として、決済でのトークンの「短い時間の使用」だけでなく「ある程度の期間の

保有」を促す取引です。 
 
EAR は B2B を中心に利用されることを想定しており、B2C での利用と比べて、１取

引あたりに「保有」される金額は多額で、期間は⾧期です。 
 
以上の理由により、EAR の価値は、その他のほぼすべてのユーティリティトークンと

異なり、⾧期的に上昇すると見込まれます。 

 

EscrowNFT（IKKI）とは何ですか？ 

EscrowNFT は、売り手が買い手のエスクロー資金（EAR）を受け取ることを可能にす
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る債権であり、買い手が追加の資金を決済することを可能にする債務または決済時に残

りの金額（EAR）を受け取ることができる債権です。 
 
あなた（売り手）が EscrowNFT を所有すると、買い手に通知せずに債権を販売できる

ようになります。債権を購入した人は、決済時に買い手から資金（EAR）を受け取るこ

とができます。買い手が決済手続きを完了しない場合、あなた（売り手）と買い手が事

前に合意した日時が到来後、債権を購入した人が決済し、買い手から資金（EAR）を得

ることができます。 
 
あなた（買い手）が EscrowNFT を所有すると、売り手に通知することなく債務を売却

することができます。債務を購入した人は、あなた（買い手）と売り手が事前に合意し

た条件の下で、資金（EAR）を決済または取得することができます。 
 
各 EscrowNFT は、パブリックイーサリアムブロックチェーン（ERC-721）上にある一

意の（代替不可能な）トークンです。 

 

 

なぜ「Eartha」と名付けられたのですか？ 

このトークンを「Eartha」と名付けたのは、「地球」と世界の歴史が更新され、再開され

たことを意味します。 「Eartha」は「earth」+「a」です。 「地球」は地球を意味し、

「a」は始まりを意味します。 

 

 

Eartha トークンの創設者は誰ですか？ 

Eartha Token には創設者がいますが、創設者の名前は隠されています。私たちは 30 人

のメンバーで構成される「スタートアップ」です。 

 

2021 年 6 月末に、IPFS サポートを開始し、システムの分散化が完了します。これによ

り、システム面におけるプロジェクトの継続性が保証されます。その時、私たちへの信

頼はもはや必要なくなります。 

 

IT の素晴らしいところは、ほんの数人で世界を変えることができるということです。

私たちのプロジェクトは、B2B 取引の多くを現実の世界ではなくイーサリアム上で実

行できるようにします。これにより、分散化がより高速に、より大規模に行われる可能

性をつくりだします。その後、現実世界のほぼすべてのしくみが分散化されることにな

るとみています。 

15



Eartha トークン（EAR）がユニークな理由は何ですか？ 

EAR の初期の主な使用例は、EarthadApp を介した買い手のエスクローの支払いに利用

するトークンです。数年後の EAR の主な使用例は、各社が使用するビジネスシステム

（ERP / EDI / SaaS）を介した一般的な支払いに使用されるトークンです。 

 

各企業のエコシステムで使用される EarthaToken、Eartha dApp、ERP / EDI / Web サ

ービス（SaaS）の主な特徴の 1 つは、事務が適切に評価されていないユーザーに報酬を

与える機能です。これらのユーザーは、Eartha dApp または現在使用している会社のシ

ステム（EDI / ERP / SaaS）を使用するだけで、事務作業の量を他のユーザーに見える

化することができます。その結果、これらのユーザーは内部でより良い評価を受けるよ

うなります。同時に、企業全体を見ると、かつてはコストセンターだった管理部門がプ

ロフィットセンターに変わることになるため、企業が EAR を導入し始めるきっかけに

なります。 

 

 

Eartha トークンや Eartha dApp の運営者・管理者は誰ですか？ 

運営者・管理者は存在しません。今後１年以内に分散型で自律的に機能する組織(DAO)

により透明・公平で効率的に運営されることになります。 

 

― 
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